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脳神経疾患術後患者への鏡を用いた看護の実際（実
践報告）
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表１.看護の経過（A 氏）   
 患者様の状況 アセスメント 問題点 看護介入の実際 
鏡を用いる前 救急搬送され、脳動脈瘤クリ
ッピング術後。降圧剤の持続
点滴により血圧コントロール
中。意識が回復した時には
中心静脈ライン・スパイナル
ドレーン、末梢静脈ライン、
尿道カテーテルが留置され
ている状況であった。頭部に
術創あり。会話・指示に応じ
ることができたが、辻褄の合
わないことを話す事があり、
短期記憶障害も見られた。
注意を促されても、頭の創部
に左手を持って行ったり、点
滴ルートを引っ張る事があっ
たため両手ミトンを装着して
いた。また、起き上がり行動
が見られ、口頭で説明する
が易怒的になり聞き入れな
かった。 
患者は突然の変化で状況が理
解できず安静が守れないた
め、効果的なドレナージ管理や
血圧コントロールが困難と考え
た。また、留置物を自己抜去す
る危険性もあると考えた。 
自己の現状を理解することで、
治療を受け入れることができる
のではないかと考えたが、口頭
での説明では患者は自己の状
況を理解できなかったことか
ら、患者に分かりやすく状況を
伝える方法を探る必要がある
と考えた。 
 
注意を促されても、治療のた
めの安静が守れていない。 
体動により点滴ルートやスパ
イナルドレーンの抜去の可能
性があった。 
安静保持の促しを繰り返す
度に、興奮状態を助長させ
た。 
 
患者自身に現在の状況を知っ
てもらうための手段として、鏡
の使用を検討した。本人・家族
へ鏡の使用の希望を確認し、
鏡を用いて現状を説明した。 
鏡を用いた時 鏡を見ながら「そうやって説
明してくれたら分かるんや。」
と発言あった。一時的ではあ
るが、言動や表情が穏やか
となり、安静の促しに協力で
きた。 
鏡を見て説明することが現状を
理解するのには有効ではない
かと考えた。また少しでも穏や
かに過ごせる事で、不穏時の
興奮状態となることを防ぐこと
ができ、穏やかな言動や様子
になる姿から、血圧コントロー
ルにも多少の効果があるので
はないかと考えた。苦痛を伴う
安静治療であるが、労いの声
かけをする事により治療への
協力につながると考えた。 
短期記憶障害があり、口頭
だけでは理解を得にくい状態
だった。 
 
 
現状を口頭で説明しても理解
を得にくい時は、鏡を用いて説
明し、治療への協力を得た。ま
た、労いの声かけをした。 
鏡を用いた後 説明後から、その日の日中
は安静保持ができた。夜間
は起き上がり行動が再び見
られた。 
鏡を使って効果は得られたが、
持続的な効果はなかった。短
期記憶障害があるため、何度
も鏡を用いた説明をする必要
がある。今回は事故防止のた
め抑制・離床センサーも必要と
考えた。 
説明後、日中は安静を保て
たが、夜以降は再び危険行
動があった。 
 
 
鏡の使用に加えて、抑制帯と
離床センサーを併用した。 
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